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●
二
三
五
番
白
居
易
「
燕
子
樓
三
首
」
其
一
「
燕
子
樓
中
霜
夜
、
秋
來
只
爲
一
人
長
」
○
元
和
十
年
（
八
一
五
）
の
春
、
長
安
で
の
作
。
作
四
四
。
太
子
左
贊
善
大
夫
（
正
五
品
上
、
東
宮
官
）
在
任
（

・
朱
『
箋
校
』
・
羅
）。
本
詩
を
秋
で
は
な
く
、
春
の
作
と
見
な
す
論
據
は
、
作
三
首
其
三
の
	句
「
今 、
春 、
客
（
後

の
張
仲
素
）
有
り
洛
陽
よ
り
回 か
へ
る
」
で
あ
り
、
す
で
に
羅
『
年
譜
』
や
陶
・
李
一
飛
ほ
か
『
五
代
文
學
年
史
（
中
卷
）』
も
（
１
）、
同
意
見
で
あ
る
（
２
）。
少
な
く
と
も
春
以
後
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
（
同
年
秋
八
、
作
は
江
州
司
馬
に
左
さ
れ
る
）。
「
燕
子
樓
」
詩
に
は
、
本
詩
作
の
モ
チ
ー
フ
を
み
ず
か
ら
語
る
、
長
い
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
ほ
ぼ
こ
う
い
う
…
…
故 も
との
徐
州
（
江
蘇
省
徐
州
市
）
刺
史
張
書
（
３
）（

い
ん。
元
和
元
年
［
八
○
六
］

）
に
は
、
歌
の
巧
み
な
美
し
い
愛
妓

は
ん

は
ん
（
宋
版
紹
興
本
は
眄 め
ん
眄 め
ん
） （４
）が
い
た
。
私
は
校
書
に
在
任
中
、
徐
州
・
泗
州
付
に
し
た
。
こ
の
と
き
、
張
書
は
私
の
た
め
に
酒
宴
を
設
け
て
下
さ
り
、
「
酒
酣
た
け
な
はな
る
と
き
、

を
出 い
だ
し
て
（
歌
を
演
じ
て
）
以
て
を
佐 た
す
け
」
さ
せ
た
。
か
く
し
て
座
は
り
あ
が
り
、
私
は
彼
女
に
「
醉
嬌

た
へ
得
ず
、
風
は
嫋 ゆ
る
が
す
（
春
風
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
か
す
）
牡
丹
の
」
（
句
）
と
い
う
詩
を
っ
た
。
そ
の
後
、
息
が
と
ぎ
れ
て
現
在
に
び
、
「
僅 ほと
んど
一
紀
（
５
）（
十
二
年
）」
に
な
る
。
そ
し
て
こ
う
續
け
る
。
昨
日
、
司
勳
員
外
張
仲
素
（
字
）
 
か
い
之 し
、
（
６
）予 わ
れ
を
訪 と
ひ
、
因
つ
て
新
詩
を
吟
ず
る
に
、「
燕
子
樓
三
首
」
有
り
て
、
詞
甚
だ
婉
麗
（
７
）な
り
。
其
の
由 よ
し
を
詰
と
ふ
（
８
）に
、

（
眄
眄
）
の
爲 た
め
に
作
り
し
な
り
。
 之
は
武
!軍
（
徐
州
に
"す
る
#度
使
）
に
從
事
（
武
!軍
#度
使
張
の
$
僚
）
た
る
こ
と
累
年
（
多
年
）、
頗 はな
はだ

の
始
末
（
一
部
始
%、
特
に
294
『
和

詠
集
』
收
詩
釋
補
訂
（
十
四
）
植
木
久
行
後
日
談
）
を
知
れ
り
。
（
之
）
云
ふ
、「
書
（
張
）
に
歿
し
て
、
東
洛
（
東
洛
陽
北
郊
の
山
）
に
歸
さ
る
る
も
、
彭 ほ
う
	
じ
よ
う（
徐
州
の
郡
名
）
に
張
氏
の

第
（

邸
）
有
り
。
第
中
に
小
樓
有
り
て
燕
子
と
名
づ
く
。

、

愛
（
き
張
へ
の
愛
）
を
念 お
もひ
て
嫁
が
ず
、
是
の
樓
に
居
す
む
こ
と
十
余
年
。
幽
獨
・
塊
然
か
い
ぜ
ん
（
孤
獨
な
さ
ま
）
た
り
て
、
今
に

な
ほ
在
り
（
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
）」
と
。
予
、
之
の
新
詠
を
愛
し
、
彭
	の


に
感
ず
。
因
つ
て
其
の
題
に
同 ど
う
じ
て
（
唱
和
し
て
）
三
句
を
作
る
。
つ
ま
り
、
白
詩
は
張
仲
素
（
９
）（
？
―
八
一
九
、
字
之
）
の
「
燕
子
樓
三
首 （
10）」
に
唱
和
（
韻
）
し
た
作
品
で
あ
る
。
引
用
し
た
序
中
に
、
「
新
詩
（
頃
完
し
た
ば
か
り
の
詩
）」
と
あ
る
以
上
、
張
仲
素
の
詩
三
首
も
、
元
和
十
年
春
の
作
と
考
え
て
よ
い （
11）。
ち
な
み
に
、
武
軍
度
使
・
徐
州
刺
史
張
の
酒
席
は
、
貞
元
二
十
年
（
八
○
四
）、
作
三
三
の
春
と
さ
れ
る
（

・
朱
・
羅
）。
當
時
か
ら
本
年
（
元
和
十
年
［
八
一
五
］
）
ま
で
の
期
が
、
十
一
年
に
な
っ
て
、
詩
序
の
「
僅
ど
一
紀
（
あ
る
い
は
「
一
紀
に
僅 ち
か
し
」
）」
と
符
合
す
る
た
め
、
こ
の
推
定
は
當
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
白
詩
「
燕
子
樓
三
首
」
の
作
を
、
一
年
早
い
元
和
九
年
と
す
る
邱
燮
友
「
白
居
易
燕
子
樓
詩 （
12）」
、
お
よ
び
元
和
九
年
の
作
と
す
る
王
拾
『
白
居
易
傳 （
13）』
の
は
り
と
な
る
。
こ
の
點
は
、
 や
か
な
繋
年
配
序
を
行
う
『
白
氏
文
集
』
!の
排
列
"況
を
#べ
て
み
て
も
、
充
分
傍
證
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
燕
子
樓
三
首
」
$後
の
詩
は
、
み
な
元
和
十
年
の
作
だ
か
ら
で
あ
る
。
○
［
燕
子
樓
］
武
軍
度
使
・
徐
州
刺
史
張
の
任
地
、
彭
	
（
徐
州
）
	
!の
邸
宅
中
に
あ
っ
た
小
樓
の
名
。
『
大
明
一
統
志
』
卷
十
八
に
、
「
燕
子
樓
は
（
徐
）
州
	の
西
北
隅
に
在
り
。
%の
貞
元
中
、
書
張
建 マ
封 マ
（
張
の
父
の
名
。
子
と
父
の
名
を
取
り
&え
た
も
の
）、
徐
州
に
'す
。
妾
有
り
て

と
曰
ひ
、
（
彼
女
の
）
爲 た
め
に
此
の
樓
を
(い
て
以
て
之
に
居 を
ら
し
む
。
建 マ
封 マ
に
卒
し
、

は
樓
に
居
る
こ
と
十
余
年
、
嫁
が
ず
」
と
あ
る
。
有
名
な
北
宋
の
文
豪
蘇
軾
は
、
元
豐
元
年
（
一
〇
七
八
）
の
)秋
・
初
の
こ
ろ
、
こ
の
燕
子
樓
中
に
一
泊
し
て
い
る
。
當
時
、
彼
は
徐
州
の
知
事
で
あ
り
、
み
ず
か
ら
「
彭
	に
て
夜
燕
子
樓
に
宿
し
、

を
*む
。
因
り
て
此
の
詞
を
作
る
」
と
記
し
た
有
名
な
詞 ツ
ー
「
永
+樂 ら
く
」
を
作
っ
た
（
當
時
、
四
三
）。
そ
の
な
か
の
「
燕
子
の
樓
は
空
し
く
、
佳
人
（
美
女
の

）
何 いづ
こに
か
在
る
、
空
し
く
,
と
ざす
樓
中
の
燕
」
と
い
う
一
は
、
佳
句
と
し
て
名
高
い
。
白
詩
と
そ
の
序
を
源
泉
と
し
て
詩
跡
-し
た
燕
子
樓
は
、
蘇
軾
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
陳
.や
/裳
ら
に
よ
っ
て
も
詠
ま
れ
、
明
末
0初
の
錢
1
2に
到
る
詩
ま
で
が
傳
存 （
14）す
る
。
し
か
し
今
日
で
は
、
す
で
に
跡
の
3在
そ
の
も
の
が
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
燕
子
樓
は
張

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
四
）（
植
木
）
295
書
と
の
愛
に
殉
じ
て
、
彼
の
死
後
も
再
婚
し
な
か
っ
た

の
健
氣
な
生
き
方
、
特
に
妓
妾
と
し
て
は
珍
し
い
義 （
15）に
感
動
し
て
、
そ
の
幸
の
生
涯
を
し
の
ぶ
詩
跡
（
古
典
詩
人
た
ち
が
詠
み
重
ね
、
刻
み
つ
け
て
き
た
詩
心
の
傳
統
を
深
々
と
宿
す
地
の
意
。
わ
が
國
の
「
歌
枕
」
と
似
す
る
詩
學
用
語
）
に
な
っ
た
。
他
方
、
こ
う
し
た
詩
跡
の
生
に
と
も
な
い
、
遲
く
と
も
北
宋
時
代
に
は
、

	を
ま
じ
え
た
哀
婉
な
燕
子
樓
物
語 （
16）が
生
ま
れ
て
、
後
世
に
傳
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
宋
の
張
君


『
麗
集 （
17）』
（
一
種
の
傳
奇
雜
事
小
集
。
南
宋
初
め
の
曾
慥
『

』
卷
二
九
收
）
に
は
、
張
建 マ
封 マ
僕
射
、
制
武
、
妓

、
公
之
燕
子
樓
。
白
樂
天
使 マ
マ經
徐
、
與
詩
曰
、「
醉
嬌
不
得
、
風
嫋
牡
丹
」。
公
薨
、

誓
不
他
、
多
以
詩
代
問
答
。
有
詩
三
百
篇
、
名
『
燕
子
樓
集
』。
云
々
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
樓
名
「
燕
子
つ
ば
め
の
樓 たか
ど
の」
の
由
來
は
不
詳
。
「
燕
子
」
は
燕
を
言
う
白
話
。
「
子
」
は
代
に
用
さ
れ
た
接
尾
辭
で
、
元
來
、
小
さ
い
も
の
に
付
く （
18）。
杜
甫
の
「
細
雨
魚
兒
出
、
風
燕
子
斜
」
（
「
水
檻

心
二
首
」
其
一
）
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
『
六
』
に
は
、
三
種
の
樓
名
を
あ
げ
る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
穩
や
か
な
に
、
こ
う
い
う
、
「
彼
ノ
樓
ヲ
ル
時
、
燕
飛
來
と
び
き
た
レ
ハ
、
燕
子
樓
ト
名
付
ト
云
也
」
と
。
こ
の
命
名
は
、
『
和

詠

（
19）』
の
中
の
、
「
書
生 い
き
タ
リ
シ
時
ハ
、
燕
、
多
ク
來 き
た
つテ
、
ヲ
カ
ケ
シ
カ
故
ニ
、
燕
子
樓
ト
云
也
」
と
い
。
し
か
し
筆
 は
む
し
ろ
、
孟
!然
の
「
賦
し
て
『
盈
盈
た
る
樓
上
の
女
』
［
「
古
詩
十
九
首
」
其
二
の
句 （
20）］
を
得
た
り
」
と
い
う
詩
の
、
「
燕
子
家
家
入
、
楊
處
處
飛
」
な
ど
の
表
現
に
目
す
る
。
燕
子
樓
の
名
は
、
傳
統
"な
「
樓
上
の
思
#」
の
モ
チ
ー
フ （
21）（
留
守
居
を
守
る
女
性
の
$
む
高
樓
）
の
變
奏
と
も
言
え
る
名
稱
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
樓
名
の
か
も
し
出
す
獨
特
の
語
感
に
つ
い
て
は
、
%の
よ
う
な
發
言
が
あ
る
。
「
燕
子
樓
の
中
の
み
ず
か
ら
課
し
た
孤
獨
そ
の
名
は
最
も
家
庭
"な
鳥
に
ち
な
み
、
そ
の
傳
統
"な
多
&性
は
彼
女
の
生
活
の
不
妊
を
あ
ざ
笑
っ
て
い
る
」
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
の

（
22））、「
雌
雄
つ
が
い
で
'ら
し
、
雙 な
らび
宿
り
雙
び
飛
ぶ
燕
は
從
來
、
こ
れ
を
用
い
て
、
仲
の
良
い
夫
#を
比
喩
し
て
き
た
た
め
、
最
愛
の
張
(を
)く
し
た

は
、
雙
宿
雙
飛
の
燕
を
見
て
、
鳥
に
さ
え
*ば
ぬ
わ
が
身
を
思
っ
て
+く
の
だ
」
（
沈
,芬
・
-千
帆
の

（
23）。
.
/）
と
。
こ
う
し
た
見
方
は
、
た
と
え
ば
傳
統
"な
思
#の
+き
を
詠
む
初
の
沈
0期
「
古
意
」
詩
の
1頭
「
盧
家
少
#鬱
金
堂
、
2燕
雙
棲
玳
3梁 （
24）」
や
、
中
の
楊
凝
（
？
～
八
〇
三
）「
春
怨
」
詩
の
「
4窓
孤
寢
5
6寐
、
紫
燕
雙
飛
似
弄
人
」
の
句
を
思
い
7か
べ
さ
え
す
れ
ば
、
充
分
肯
定
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
白
詩
が
最
も
5し
い
%韻
の
形
式
で
唱
和
し
た
張
仲
素
「
燕
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
296
子
樓
三
首
」
其
一
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
「
樓
上
殘
燈
曉
霜
、
獨
眠
人
合
牀
。
相
思
一
夜
多
少
、
地
角
天
涯
不
是
長
」
（
『

詩
』
卷
三
六
七
）。
こ
の
詩
は
、
張
の
死
後
十
年
	に
わ
た
る
眠
れ
ぬ
一
夜
の
、
そ
れ
も
秋
深
く
霜
の

る
わ
び
し
い
夜
の
あ
り
さ
ま
を
、

の
口
吻
に
託
し
て
い
た
一
種
の
閨
怨
詩
で
あ
る
。
こ
れ
に
唱
和
し
た
白
詩
は
、
夜
が
ふ
け
て
も
々
と
き
こ
る
思
い
出
の
た
め
に
眠
れ
ず
、
秋
の
夜
長
を
明
か
し
か
ね
る
況
を
、
「
滿
窓
明
滿
簾
霜
、
被
冷
燈
殘
拂 （
25）臥
牀
。
燕
子
樓
中
霜
夜
、
秋
來
只
爲
一
人
長
」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
西
村
富
美
子
「
「
燕
子
樓
」
詩
を
め
ぐ
っ
て
―
妓
女
詩
人
關


に
關
す
る
『
詩
紀
事
』
の

性
を
問
う （
26）」
は
、
唱
和
詩
	に
見
ら
れ
る
似
し
た
表
現
の
、
妙
な
同
を
、
こ
う
指
摘
す
る
。
白
居
易
が
和
し
た
詩
の
第
一
首
は
、
も
と
の
第
一
首
に
あ
わ
せ
て
、
「
樓
上
」
を
「
燕
子
樓
」
、
「
殘
燈
」
を
「
燈
殘
し
て
」
、
「
曉
霜
を

い
」
を
「
滿
簾
の
霜
・
霜
の
夜
」
、
「
獨
眠
の
人
」
を
「
一
人
」
、
「
合
の
牀
」
を
「
臥
牀
」
、
「
是
れ
長
き
に
あ
ら
ず
」
を
「
一
人
の
爲
に
長
し
」
と
表
現
を
變
え
て
、
や
は
り
孤
閨
の
哀
し
み
を
寫
す
る
。
白
詩
は
、
張
詩
の
表
現
を
念
頭
に
置
い
て
、
不
不
離
の
關
係
を
保
ち
な
が
ら
、
「
故
の
徐
州
刺
史
張
の
愛
妓

に
代 か
は
つ
て
家
居
の

況
を
べ
た
詩
」
（
佐
久
「
題
義
」
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
男
性
の
作
が
、
作
中
の
女
性
の
立
場
に
立
っ
て
性
へ
の

（
特
に
愛

の
喪
失
感
・
非
充
足
感
）
を
歌
う
閨
怨
詩
發
想
を
持
つ
。

の
相
手
が
永
に
會
え
な
い
死
で
あ
る
點
は
、
常
の
閨
怨
詩
と
な
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
作
中
の
女
性
に
と
っ
て
は
、
對
象
の
男
性
は
少
な
く
と
も
心

に
は
ま
だ
生
存
し
續
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
「
燕
子
樓
に
霜
夜
の
が
さ
え
わ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
夜
は
、
そ
の
樓
に
獨
居
し
た
と
い
う
女
性
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
云
々
と
譯
す
菅
野
禮
行
の
新
譯
は
、
大
き
な
り
で
あ
ろ
う
。
［
燕
子
樓
中
…
］
以
下
の
二
句
は
、
夜
が
ふ
け
て
も
眠
れ
ぬ


の
獨
白
つ
ぶ
や
きを
思
わ
せ
る
。
張
詩
第
二
首
の
承
句
に
「
燕
子
樓
中
思
悄
然
」
と
あ
る
。
［
霜
夜
］
南
宋
初
め
の
計
有
功
『
詩
紀
事
』
卷
七
八
、
張
建 マ
封 マ
妓
の
條
に
は
「
 
、
夜
」
に
作
り
、
南
宋
の
洪
邁
『
容
齋
三
筆
』
卷
十
二
、
「
眄
（
）
泰
秋
娘
三
女
」
に
は
「
霜


、
」
に
作
る
。
ま
た
!
"の
『
麗
集
』
に
は
、
一
句
體
を
「
燕
子
樓
!
、
#
、
夜
」
に
作
る
。
い
ず
れ
も
傳
承
$
%で
發
生
し
た
文
で
あ
る
。
「
霜
」
は
一
般
に
「
霜
の
ご
と
き
」
、
つ
ま
り
 い
深
秋
の
夜
の
、
霜
の
よ
う
に
&え
わ
た
る
（
時
に
は
そ
の

り
'ぐ
冷
た
い
光
線
を
含
む
）
を
指
す
こ
と
が
多
い
（
も
ち
ろ
ん
、
(の
場
合
も
あ
る
）。
た
と
え
ば
劉
宋
の
鮑
照
「
和
王
)軍
『
秋
夕
』
」
詩
の
「
散
漫
秋
雲
、
蕭
蕭
霜 、

、
 」
（
對
句
）
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
四
）（
植
木
）
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は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
白
詩
の
「
色
は
白
く
し
て
霜
に
似
た
り
」
（
「
秋
夕
」
卷
10）、
「
は
新
霜
の
色
を
帶
ぶ
」
（
「
酬
得
霜
夜
對

見
懷
」、
卷
33、
後
集
卷
14、
の
作
）
の
表
現
も
思
い
こ
さ
れ
て
よ
い
。
し
か
し
本
詩
の
「
霜
」
は
、
句
の
「
滿
窓
の
明

滿
簾
の
霜
」
を
承
け
て
、
霜
・
の
二
字
を
意
識
に
反
復
さ
せ
た
表
現
で
あ
る
た
め
、
當
然
「
霜
と
」
の
意
で
あ
る
。
從
っ
て
「
霜
の
夜
」
と
は
、
「
霜
く
り
て
明
ら
か
な
る
夜
」
（
金
子
・
江
見
『
新
釋
』
）
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
白
詩
「
夜
與
錢
員
外
（
徽
）
同
直
禁
中
」
（
卷
５
）
の
、
「
夜
深
	詔
罷
、
霜
凄
凛
凛
」
は
、
ど
ち
ら
の
解
釋
を
も
許
容
し
そ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
「
霜
の
ご
と
き
」
の
意
味
で
あ
ろ
う （
27）。
ち
な
み
に
、
白
詩
「


つ
ま
に
る
」
（
卷
14）
詩
に
い
う
、
「
明
に
對 む
か
ひ
て
時
を
思
ふ
莫
か
れ
、
君
が
顏
色
（
容
色
）
を
損
な
ひ
、
君
が
年
（
生
命
）
を
減 ち
ぢ
め
ん
」
と
。
柿
村
『
考
證
』
が
一
句
の
譯
の
中
で
、
「
燕
子
樓
中
明
か
に
霜
冱
え
た
る
夜
は
」
の
後
に
、「
殊
に
時
の
事
ど
も
思
ひ
出
さ
れ
て
寐
ね
ら
れ
ず
」
の
語
を
補
足
し
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
當
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
霜
は
中
國
の
古
典
詩
に
あ
っ
て
は
、
天
空
に
滿
ち
わ
た
り
、
空
中
を
流
動
・
飛
散
す
る
白
い
氣 も
や、
と
感
覺
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
初
の
張

「
春
江

の
夜
」
の
「
空
裏
の
流
霜
（
光
の
白
さ
に
紛
れ
て
）
飛
ぶ
を
覺
え
ず
」
や
、
中
の
張
繼
「
楓
橋
夜
泊
」
詩
の
「

ち
烏
啼
い
て
霜
天
に
滿
つ
」
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
裏
付
け
る
。
古
い
傳
承
に
よ
れ
ば
、
霜
や
を
つ
か
さ
ど
る
秋
の
女

女
（
霄
玉
女
）
が
天
空
か
ら
ら
せ
る
の
だ
、
と
も
い
う
（
『
淮
南
子
』
天
文
訓
）。
杜
甫
の
「
秋
夜
五
首
」
其
四
に
、
「
飛
霜
は
女
に
任 ま
か
す
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
霜
る
」
（
『
禮
記
』
令
篇
、
九
）
の
語
も
あ
る
。
詩
中
の
「
霜
の
夜
」
も
、
冷
や
や
か
な
の
光
と
霜
の
氣
と
が
秋
の
高
い
夜
空
か
ら
、
時
に
は
交
錯
し
つ
つ
、
あ
た
り
一
面
に
白
々
と
り
い
で
や
ま
な
い
、
き
わ
め
て
動
な
光
景
な
の
で
あ
ろ
う
。
句
に
見
え
る
窓
や
簾
の
語
に
、
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
は
な
る
ま
い
。
○［
秋
來
］
古
く
は
「
秋
來 き
たつ
て
」
と
訓
讀
し
た
が
、
こ
の
「
來
」
は
す
で
に
實
義
を
失
っ
て
、
「
訪
れ
る
」
意
味
を
持
た
な
い
。
ま
た
二
字
で
「
秋
に
な
っ
て
か
ら
、
秋
以
後
は
」
（
田
中
克
己
『
白
樂
天
』
）
の
意
味
で
も
な
か
ろ
う
。
こ
の
來
は
、
今
來
・
來
・
來
・
夜
來
な
ど
の
來
と
同
樣
に
、
時
を
表
す
名
詞
の
後
に
置
か
れ
た
助
字
（
名
詞
詞
尾
）、
と
考
え
ら
れ
、
む
し
ろ
「
秋
來
」
と
讀
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
夜
來
風
雨
聲
」
（
孟
然
「
春
曉
」
）、
「
來
入
庭
樹
」
（
劉
禹
錫
「
秋
風
引
」
）、
「
春
帶
雨
來
」
（
韋
應
物
「
州
西
澗
」
）
な
ど
は
、
こ
う
し
た

名
な
用
例 （
28）で
あ
る
。
こ
れ
と
似
た
形
で
季
 に
付
い
た
助
字
「
來
」
の
用
例
と
し
て
は
、
す
で
に
陳
の
江
總
「
!

」
詩
の
「
胡
地
少
春 、
來 、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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（「
春
來
」
で
春
の
意
。
塞
外
の
地
に
は
春
が
ほ
と
ん
ど
な
い
）、
三
年


」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る （
29）が
、
白
詩
「
東
を
想
ふ
五
十
韻
」
（
卷
27、
後
集
卷
９
）
の
「
幻
世
春 、
來 、
、
生
水
上
（
あ
わ
）」
も
同
樣
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
詩
の
「
秋
來
」
と
同
じ
用
例
と
し
て
は
、
中
	の
戴
叔
倫
「
九
日
（
重
陽

）
洛
陽
の
李
丞
の
任
に
之
ゆ
く
を
る
」
詩
の
「
獨
恨
滄
波
侶
、
秋 、
來 、
別
故
人
」
、

	の

「
不
第
の
後
、
を
賦
す
」
詩
の
「
待
到
秋 、
來 、
九
八
、
我
開
後
百

（
枯
死
す
る
）」
、
杜
荀
鶴
「
中
病
に
臥
す
」
詩
の
「
秋 、
來 、
誰
料
病
相
、
枕
上
心
算
去
」
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
	代
、
こ
う
し
た
名
詞
詞
尾
「
來
」
の
加
は
、
聲
律
上
、
句
中
の
二
・
四
・
六
字
目
の

奏
點
（
リ
ズ
ム
・
ポ
イ
ン
ト
）
に
、
字
を
配
置
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ら
し
い （
30）。
ち
な
み
に
、
本
詩
の
秋
は
、
中
國
の
傳
統
な
季

感
、
い
わ
ゆ
る
「
悲
秋 （
31）」
を
踏
ま
え
、
特
に
そ
の
長
い
夜
を
指
す
。
『
六
』
に
「
下
句
ハ
、
長
夜
ヲ
悲
ム
義
也
」
と
い
う
。
○
［
只
爲
一
人
長
］
こ
の
介
詞
「
爲 た
め
に
」
は
、
動
作
や
行
爲
が
發
生
す
る
と
き
の
、
向
か
う
對
象
を
指
し
、
「
對
」
「
向
」
（
～
に
對
し
て
、
～
に
向
か
っ
て
）
に
い
用
例
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
の
人
た
ち
が
皆
寢
靜
ま
っ
た
時
刻
な
の
に
、
昔
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
思
い
出
さ
れ
て
な
か
な
か
寢
つ
け
ず
、
物
憂
き
秋
の
夜
は
、
わ
が
身
一
人
に
對
し
て
だ
け
、

樣
に
長
々
し
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と （
32）を
い
う
。
こ
う
し
た
「
爲
」
の
用
例
は
、
陶
淵
明
「
桃
源
記
」
中
の
「
不
足
爲 、
外
人
也
」
が
、
特
に
有
名
で
あ
る
。
「
只
」
は
も
ち
ろ
ん
、
限
定
・
意
の
副
詞
。
ち
な
み
に
、
孫
琴
安
『
	人
七

 
（
33）』
は
、
「
一
人
」
を
「
禮
部
!書
張
建
封
」
を
指
す
と
す
る
が
、
こ
の
"に
は
從
い
が
た
い
。
お
そ
ら
く
「
爲
」
を
原
因
・
理
由
の
意
味
に
と
っ
た
た
め
の
#讀
で
あ
ろ
う
。
○［
秋
來
…
…
］
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
七
に
、「
愁
ひ
多
く
し
て
夜
の
長
き
を
知
る
」
と
あ
る
。
ま
た
本
詩
よ
り
少
し
早
く
作
ら
れ
た （
34）友
人
元
$の
「
解
秋
（
秋
の
解
明
）
十
首
」
其
八
に
、
「
春
非
我
獨
春
、
秋
非
我
獨
秋
」
と
あ
る
。
%韻
し
た
張
詩
の
韻
字
「
長
」
の
制
&を
受
け
な
が
ら
も
、
友
人
の
「
秋
は
我
が
獨
り
の
秋
に
非
ず
」
の
句
が
思
い

か
ん
で
、
そ
れ
を
巧
み
に
反
轉
さ
せ
て
詠
ん
だ
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
●
二
四
二
番
白
居
易
「
八
十
五
夜
、
禁
中
に
獨
り
直 ちよ
くし
て
に
對
す
。
元
九
に
寄 よ
す
」「
三
五
夜
中
新
色
、
二
千
里
外
故
人
心
」
○
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
八
十
五
日
（
こ
の
年
は
秋
分
の
日
）、
作
'
三
九
(、
)長
安
で
の
作
（

*・
朱
・
王
・
羅
）。
京
兆
府
+曹
參
軍
・
翰
林
學
士
在
任
。
南
宋
紹
興
本
は
、
詩
題
を
「
八
十
五
日 、
夜
、
禁
中
獨
直
、
對
憶 、
元
九
」
に
作
る
が
、
し
ば
ら
く
北
宋
初
期
に
,る
『
文
-
.
/』
卷
一
五
一
（
明
版
）
の
「
八
十
五
夜
、
禁
中
獨
直
對
。
寄
元
九
」
に
據
る
。
と
い
う
の
は
、
①
本
詩
に
和
韻
（
用
韻
）
し
た
元
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
四
）（
植
木
）
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の
唱
和
詩
が
、
「
酬
樂
天
八
十
五
夜
、
禁
中
獨
直
、
翫
見
寄
」
（
樂
天
の
八
十
五
夜
、
禁
中
に
獨
り
直
し
、
を
翫
め
で
て
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
。
南
宋
刊
本
を
忠
實
に
書
寫
し
た
明
の
楊
循
吉
に
よ
る
影
宋
鈔
本
『
元
氏
長
慶
集 （
35）』
卷
十
七
收
）
と
題
す
る
。
つ
ま
り
、
「
十
五
日
夜
」
で
は
な
く
「
十
五
夜
」
に
作
り
、「
憶
元
九
」
で
は
な
く
「
見
寄
」
と
あ
る
こ
と
。
②
十
世
紀
ば
ご
ろ
、
大
江
維
時
こ
れ
と
き
（
八
八
八
～
九
六
三
）
が
纂
し
た

代
七
言
詩
の
秀
句
集
『
千
載
佳
句
』
時
部
・
八
十
五
夜
（
	倉
時
代
書
寫
の
古
鈔
本 （
36）・
金
子
校
訂
本
）
に
、
「
八
十
五
夜
、
禁
中
對
、
寄
元
九
」
と
あ
る
。
③
大
江
匡


ま
さ
ふ
さ
（
一
○
四
一
～
一
一
一
一
）
の
言
談
を
、
原
實
（
一
○
八
五
～
一
一
一
二
）
が
筆
し
た
『
江 ご
う
談
抄 （
37）』
第
四
に
も
、
「
八
十
五
夜
、
禁
中
對
、
寄
元
九
」
に
作
る
。
④
『
貞
和
本
和

詠
集 （
38）』
に
、
「
八
十
五
夜
、
禁
中
獨
直
對
。
寄
元
九
」
と
題
す
る
た
め
で
あ
る
。『
文


』
の
「
寄
」
の
字
に
は
、「
集
作
憶
」
の
校
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
集
」
は
、
南
宋
の
必
大
が
彭
叔
に
『
文


』
の
校
勘
を
命
じ
た
こ
ろ
の
『
白
氏
文
集
』
（
刊
本
）
を
指
し
、
現
存
の
紹
興
本
と
一
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
『
文


』
自
身
が
據
っ
た
北
宋
初
期
の
古
い
テ
キ
ス
ト
（
寫
本
）
に
は
、
「
寄
」
字
に
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
南
宋
版
「
八
十
五
日
夜
」
の
日
は
衍
字
、
「
憶
元
九
」
は
「
寄
元
九
」
を
、
本
詩
の
容
に
し
て
改
變
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
岡
武
夫
『
白
居
易 （
39）』
が
本
詩
を
、「
八
十
五
夜
、
禁
中
に
獨
り
直 との
いし
て
に
對
す
。
元
九
に
寄 お
くる
」
（
一
五
三
頁
）
と
題
す
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
う
し
た
校
勘
の
結
果
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
校
勘
の
經
に
關
す
る
言
は
な
い
）。
○
［
元
九
］
七
年
下
の
元
を
、
親
し
み
を
こ
め
て
排
行
で
呼
ん
だ
も
の
。
元
は
本
詩
の
作
さ
れ
た
元
和
五
年
三
、
監
察
御
史
と
し
て
河
南
尹

式
の
不
法
を
嚴
し
く
彈
し
、
さ
ら
に
宦
官
劉
士
元
と
紛
爭
し
た
剛
直
さ
が
災
い
し
て
、
左
拾
白
居
易
ら
の

 も
空
し
く
、
遙
か
な
長
江
の
ほ
と
り
、
江
陵
府
（
湖
北
省
荊
州
市
）
士
曹
參
軍
へ
と
左
!さ
れ
て
い
た
。
二
人
が
別
れ
て
後
、
初
め
て
"え
た
中
秋
名
の
夜
、
作
#は
大
明
宮
の
翰
林
學
士
院
の
中
で
、
た
だ
獨
り
宿
直
す
る
深
夜
、
秋
天
高
く
澄
み
わ
た
る
滿
を
見
つ
め
つ
つ
、
元
を
思
い
や
っ
て
本
詩
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
○
［
禁
中
獨
直
］
「
禁
中
」
（
宮
中
）
は
本
詩
第
二
句
に
「
獨
宿
相
思
在
翰
林
」
と
歌
わ
れ
る
、
$
%の
東
北
部
に
&き
出
た
大
明
宮
の
翰
林
院
（
'稱
）、
正
式
に
は
翰
林
學
士
院
を
指
す
。
こ
の
翰
林
學
士
院
（
天
子
に
直
屬
す
る
私
(
)問
機
關
）
は
、
じ
つ
は
獨
立
し
た
官
*で
は
な
く
、
單
に
執
務
す
る
場
に
+ぎ
な
い （
40）。
中
書
省
に
屬
す
る
と
も
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
,り
で
あ
る
。
大
明
宮
の
翰
林
院
（
天
子
の
趣
味
・
-
.な
ど
の
お
相
手
を
つ
と
め
る
、
書
・
畫
・
棋
・
醫
/な
ど
に
秀
で
た
#た
ち
が
翰
林
待
詔
と
し
て
召
さ
れ
る
場
。
そ
れ
に
0接
す
る
「
待
詔
居
」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
300
が
彼
ら
の
た
ま
り
場
で
あ
ろ
う
）
と
、
そ
の
南
に
開
元
二
六
年
（
七
三
八
）
分
離
・
獨
立
し
た
翰
林
學
士
院
の
位
置
は
、
今
日
な
お
未
確
定
の
よ
う
で
あ
る
。
一
部
の
發
掘
査
に
よ
っ
て
大
明
宮
西
の
夾
（
牆
壁
に
夾
ま
れ
た
）
に
設
け
ら
れ
て
い
る
と
も
さ
れ
た （
41）が
、
ま
だ
確
定
の
域
に
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
代
以
來
の
文
獻
に
據
れ
ば
、
大
明
宮
の
北
を
占
め
る

	（


）
の
西
側
に
置
か
れ
た

殿
（
貴
族
や
皇
族
、
外
國
の
使
と
の
面
會
、
大
な
宮
中
の
宴
會
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
、
壯
麗
な
宮
殿
。
そ
の
位
置
は
確
定
）
の
西
に
位
置
し
て
い
た
。
そ
こ
は
夾

と
は
い
も
の
の
、
大
明
宮
な
の
で
あ
る （
42）。
ち
な
み
に
翰
林
學
士
院
は
、
「
磚 せ
ん
」
に
よ
っ
て
南
廳
五
（
五
部
屋
）
と
北
廳
五
に
分
か
れ
、
翰
林
學
士
承
旨
（
翰
林
學
士
院
の
院
長
）
の
執
務
室
「
承
旨
閣
（
院
・
閤
）」
は
、
北
廳
の
東
端
に
置
か
れ
て
い
た
。
白
居
易
は
翰
林
學
士
の
一
人
に
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
承
旨
閣
を
除
く
部
屋
の
一
つ
を
、
專
用
の
執
務
室
と
し
て
も
ら
っ
て
い
た （
43）の
で
あ
ろ
う
。
翰
林
學
士
は
宿
直
制
度
を
な
職
務
方
式
と
し
、
單
獨
で
皇
に
直
屬
し
て
、
將
相
大
臣
の
任
、
大
赦
の
發
布
、
征
伐
な
ど
軍
事
關
係
の
重
な
詔
敕
を
執
筆
す
る
と
と
も
に
、
皇
の
問
に
答
え
、
身
邊
に
侍
從
す
る
こ
と
を
し
て
、
政
策
の
決
定
に
も
大
き
な
影
を
與
え
た
の
で
あ
る （
44）。
○
［
三
五
夜
中
…
］
こ
の
名
な
頷
聯
は
、
對
偶
さ
れ
た
容
（
念
）
が
相
互
に
明
確
に
對
應
す
る
明
對
て
き
め
い
つ
い
の
典
型
で
あ
り
、
の
乾

は
「
本
色
［
質
朴
自
然
］
の
語
な
る
も
、
屬
對
［
對
句
］
却
つ
て
極
め
て
工
み
な
り
」
（
『
宋
詩
醇
』
卷
二
三
）
と
 す
る
。
「
三
五
」
は
、
す
で
に
柿
村
『
考
證
』
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
!の
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
七
（
『
文
"』
卷
二
九
）
の
、
「
三
五
明
#滿
ち
、
四
五
（
二
十
日
）
$
せ
ん
兔 と
（
#の
%名
。
#中
に
&む
と
い
う
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
ウ
サ
ギ
に
基
づ
く
呼
稱
）
缺 か
く
」
以
來
の
表
現
で
あ
る
。
本
聯
の
發
想
に
は
、
南

・
宋
の
鮑
照
の
「
三
五
二
八
（
十
六
夜
）
の
時
、
千
里
君
（
'く
離
れ
た
友
人
）
と
同
じ
う
せ
ん
」
（
「
#を
西
門
の
解
中
（
官
舍
）
に
翫 め
づ
」
、
『
文
"』
卷
三
十
）
や
、
同
じ
時
期
の
謝
(「
#の
賦
」
（
『
文
"』
卷
十
三
）
の
、
「
美
人
（
思
)す
る
人
）
邁 ゆ
き
て
*塵
（
た
よ
り
）
闕 か
け
、
千
里
を
+て
て
明
#を
共
に
す
」
な
ど
が
、
影
を
與
え
て
い
よ
う
。
○
［
新
#考
］
從
來
、
本
詩
の
「
新
#」
は
、
①
東
方
か
ら
の
ぼ
り
始
め
た
（
あ
る
い
は
、
出
た
ば
か
り
の
）
#、
②
新
な
輝
き
を
持
つ
#、
③
①
と
②
を
合
わ
せ
て
、
東
の
空
に
出
た
ば
か
り
の
、
大
き
く
明
る
い
#、
と
考
え
ら
れ
て
き
た （
45）。
と
こ
ろ
で
詩
語
「
新
#」
は
、
「
,
び
#
げ
つ
（
光
の
か
す
か
な
#）
の
初
め
て
生
ず
る
な
り
」
（
『
江
談
抄
』
第
四
）
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
般
に
「
初
#
（
46）」
と
同
樣
に
、
-
.（
太
陰
太
陽
.）
二
～
四
日
/後
の
細
長
い
三
日
#を
指
す
。
た
と
え
ば
韓
愈
「
新
#
0
み
が
き
し
1に
似
た
り
」
（
「
2寄
張
十
八
助
3（
4）
…
」
）
、
白
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
四
）（
植
木
）
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詩
「
新

一
張
の
弓
」
（
「
秋
寄
之
十
二
韻
」
卷
24、
後
集
卷
７
）
な
ど
は
、
こ
の
例
で
あ
る
。
孟
然
の
「
他
七
夕
」
詩
の
「
新

始
め
て
秋
に
臨
む
」
の
例
は
、

で
は
齡
と
日
と
が
ほ
ぼ
一
す
る
た
め
、
左
	分
の
缺
け
た
、
	
に

い
上
弦
の
（
正
午
後
に
の
ぼ
り
、
夕
刻
時
に
南
中
す
る
）
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
す
で
に
陳
の
江
總
「
秋
の
日
、
廣
州
の
南
樓
に
登
る
」
詩
に
も
、
「
新

	輪
空
し
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
中
の
錢
「
九
日
（
重
陽
）
田
舍
」
詩
に
も
、
「
雲
暝
鳥
飛
將
盡
、
始

山
新 、

、
」
と
あ
り
、
九
日
の
を
も
新
と
呼
ん
で
い
る （
47）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
新
」
は
、
「
初
」
と
は
な
っ
て （
48）、
	
以
上
の
、
九
日
の
夜
の
ま
で
は
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ら
し
い
。
と
こ
ろ
で
本
詩
（
白
詩
）
の
「
新
」
は
、
明
ら
か
に
三
五
夜
（
十
五
夜
）
の
滿
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
日
と
と
も
に
天
空
に
の
ぼ
り
始
め
、
日
の
出
と
と
も
に
沈
み
ゆ
く
た
め
、
夜
が
し
だ
い
に
更
け
ゆ
く
「
鐘
漏
深
し
」
（
第
六
句
）
の
況
下
に
あ
っ
て
は
、

の
う
ち
の
「
①
東
方
か
ら
の
ぼ
り
始
め
た
（
あ
る
い
は
、
出
た
ば
か
り
の
）
」
で
は
解
釋
し
が
た
く
な
る
。
こ
う
し
た
解
釋
上
の
問
に
對
し
て
、
鈴
木
虎
雄
は
「
豹
軒
詩
話
」
（
一
） （
49）
「
文
字
の
對
と
念
の
對
」
の
條
で
、
下
の
三
字
は
念
か
ら
は
「
新
色
」「
故
人
心
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
う
い
う
。
出
た
て
の
を
新
と
い
へ
ぬ
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
新
と
い
へ
ば
三
日
を
稱
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
慣
が
あ
り
、
又
た
同
じ
詩
に
浴
殿
東
頭
鐘
漏
深
と
あ
る
か
ら
に
は
夜
深
よ
ふ
けの
で
あ
つ
て
出
た
て
の
で
は
な
い
。
と
。


光
男
「
序
―
中
國
古
典
詩
の

」
（
同
『
中
國
古
典
詩
叢
考
』
勁
書
 、
一
九
六
九
年
）
は
、
こ
の
鈴
木
を
承
け
て
、
こ
う
い
う
。
對
句
の
一
般
!原
則
（
對
句
の
一
方
が
讀
み
が
た
い
場
合
に
は
、
そ
れ
と
對 つ
い
す
る
部
分
を
參
照
す
れ
ば
讀
み
や
す
く
な
る
こ
と
…
引
用
"
#）
に
ひ
か
れ
る
た
め
に
、
い
ま
ひ
ろ
く
$讀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
中
秋
明
の
夜
、
さ
し
出
た
ば
か
り
の
の
色
」
と
解
釋
す
る
の
が

の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
故
人
―
心
」
と
い
う
ま
と
ま
り
に
對
し
て
、
「
新
―
色
」
と
い
う
ま
と
ま
り
が
い
か
に
も
考
え
易
い
と
こ
ろ
か
ら
來
て
い
る
。
し
か
し
す
で
に
「
夜
中
」
と
い
う
語
が
夜
	を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
ま
た
詩
の
%の
聯
に
は
「
鐘
漏
―
深
」
（
夜
も
更
け
た
）
と
言
っ
て
い
る
。
中
秋
名
（
滿
）
が
、
夜
	に
お
い
て
さ
し
出
た
ば
か
り
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
天
文
學
上
の
眞
實
を
犯
す
も
は
な
は
だ
し
い
。
こ
の
對
は
「
新
―
色
」
（
す
み
切
っ
た
―
の
光
）
と
「
故
人
―
心
」
（
わ
が
友
の
―
こ
こ
ろ
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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と
。
こ
の


で
は
、
「
三
五
夜
中
新
色
」
の
夜
中
が
夜
の
意
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

の
鈴
木
を
補
	し
て
い
る
。
同
じ
『
中
國
古
典
詩
叢
考
』
に
收
め
る
吉
田
喜
久
子
「
三
五
夜
中
新
色
、
二
千
里
外
故
人
心
―
白
居
易
の
禁
中
獨
直
詩
」
も
、
同
樣
の

點
か
ら
、
「
今
、
中
秋
明
の
夜
も
は 、
や 、

、
ば 、
、
秋
空
高
く
、
さ
わ
や
か
に
輝
く
滿
の
色
を
見
る
に
つ
け
、
…
」
（
傍
點
は
引
用
）
と
譯
し
、
さ
ら
に
補
足
明
を
加
え
る
。
新
の
新
と
は
、
新
の
新
、
す
な
わ
ち
、
さ
え
わ
た
る
の
光
り
、
「
新
し
い
色
」
で
あ
る
と
解
く
こ
と
が
、
も
と
よ
り
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
新
は
夜
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
現
に
「
三
五
夜
中
」
の
夜
中
と
は
夜
を
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。
滿

の
夜
の
そ
れ
は
す
で
に
南
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
阮
の
有
名
な
「
詠
懷
詩
」
中
の
「
夜
中
寐 ね
む
る
能
は
ず
」
（
『
文
』
卷
二
三
）
を
し
て
、
三
五
夜
中
の
夜
中
は
眞
夜
中
を
意
味
す
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
夜
中
」
の
語
は
、
い
つ
も
眞
夜
中
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
廣
く
夜
を
意
味
す
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
本
詩
の
第
一
句
「
銀
臺
金
闕
夕
沈
沈
（
夜
が
靜
か
に
更
け
ゆ
く
さ
ま
）」
と
の
呼
應
關
係
を
考
え
て
も
、
こ
の
「
夜
中
」
は
夜
の
淺
い
時
帶
で
は
な
か
ろ
う
。
吉
田
論
文
は
、
さ
ら
に
「
新
色
」
の
色
に
つ
い
て
も
、
同
じ
卷
（
一
年
の
作
）
に
收
め
、
「
秋
高
く
懸 か
か
る
空
碧
（
碧
空
）
の
外
」
の
句
で
始
ま
る
白
詩
「
八
十
五
夜
、
聞
崔
大
員
外
（
群
）
翰
林
獨
直
、
對
酒
翫
…
」
の
、
「
色
分
明
雙
闕
、
光
深
到
九
門
關
」
を
引
い
て
、
あ
ざ
や
か
に
え
わ
た
る
の
光
を
形
容
す
る
「
色
」
と
「
光
」
と
が
對
文
同
義
の
關
係
に
あ
る
こ
と
に
目
し
、「
新
色
」
の
色
は
、
「
明
の
光
り
」
、
「
色
な
ら
ば
さ
え
わ
た
っ
た
し
ろ
が
ね
の
色
」
を
指
す
と
す
る
。
い
ず
れ
も
、
參
照
に
値
す
る
興
味
深
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
白
居
易
が
十
五
夜
の
滿
に
「
新
」
の
語
を
用
い
た
の
は
、
じ
つ
は
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
初
の
龍
年
（
七
○
五
～
七
○
七
）
に
る （
50）崔
液
の
有
名
な
「
上
元
の
夜
（
正
十
五
日
の
燈
籠
祭
り
）
六
首
」
其
三
に
、
「
鵲
樓
新 、

、
滿 、
、
鳳
皇
（
凰
）
臺
上
寶
燈
燃
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る （
51）。
十
五
夜
の
滿
を
「
新
滿
つ
」
と
表
現
す
る
點
は
、
目
に
値
し
、

の
岑
參
「
楊
子
を
る
」
詩
に
も
、
「
新

家
に
到
れ
ば
圓 ま
ど
か
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
于
武
陵
「

」
詩
の
「
新 、
魄 、
又
將
滿 、
、
故
應
漸
遙
」
、
庭
 「
!篥
ひ
ち
り
きの
歌
」
の
「
臘
烟
如
纛
新 、
蟾 、
滿 、
、
門
外
沙
"
#牙
短
」
の
新
魄
・
新
蟾
も
「
新
」
の
$語
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
表
現
と
考
え
て
よ
い
。こ
の
「
新
滿
」
と
關
%し
て
興
味
深
い
の
は
、
本
詩
よ
り
十
年
ほ
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
四
）（
植
木
）
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ど
後
に
作
ら
れ
た
白
詩
「
客
中
の
」
（
卷
十
二
）
の
、
「
曉
隨
殘
行
、
夕
與
新
宿
（
曉
に
殘
に
隨
い
て
行
き
、
夕
べ
に
新
と
與 と
もに
宿
る
）」
で
あ
る
。
初
め
の
三
日
は
夜
を
待
た
ず
に
沈
み
ゆ
き
、
下
弦
を

ぎ
た
末
の
は
夜
明
け
、
し
ば
ら
く
有
明
に
な
っ
た
後
え
て
い
く
。
從
っ
て
こ
の
一
聯
は
、
先
の
あ
る
一
日
の
夕
れ
と
日
の
未
明
を
	寫
し
た
も
の
で
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
詩
中
の
新
と
殘
は
、

常
の
用
例
よ
り
も
廣
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
時
に
の
が
見
え
る
の
は
、
陰
二
、
三
日
以
、
日
と
と
も
に
の
ぼ
り
ゆ
く
十
五
日
ご
ろ
ま
で
で
あ
る
。
詩
中
で
は
こ
れ
を
新
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
十
五
夜
の
滿
の
後
、
日
ご
と
に
殘 か
け
て
光
も
れ
て
ゆ
き
、
の
出
自
體
も
日
よ
り
も
日
ご
と
に
遲
れ
て
、
二
十
一
日
以
に
な
る
と
、
明
け
方
の
東
の
空
に
有
明
と
な
る
。
こ
れ
を
殘
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
廣
義
の
「
新
」
は
、
「
新

滿
つ
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
和
感
は
な
い
。
つ
ま
り
新
は
、
日
ご
と
に
衰
え
ゆ
く
「
殘
」
と
は
に
、
日
を
っ
て
大
き
く
明
る
く
長
す
る
、
生
命
力
に
滿
ち
た

二
、
三
日
か
ら
十
五
日
に
到
る
一


の

を
廣
く
指
し
て
い
る
。
か
く
し
て
「
新
」
字
に
は
、
從
來
の
「
生
ま
れ
た
て
の
」
の
意
味
の
上
に
、
さ
ら
に
「
日
を
っ
て
輝
き
を
す
新
さ
」
の
意
味
を
も
く
た
た
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
新
と
初
は
本
來
、
一
種
の
義
語
で
あ
っ
た
が
、
意
味
上
大
き
な
た
り
が
生
じ
る
（
）こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
基
本
に
三
日
の
意
味
に
と
ど
ま
る
初
と
、
そ
れ
を
遙
か
に
越
え
て
、
滿
ま
で
も
指
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
と
の
相
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

の
乾
符
四
年
（
八
七
七
）
秋
の
京
兆
府
試
に
出
題
さ
れ
た
試
帖
詩
は
、
「
殘
如
新
（
殘
は
新
の
如
し
）」
で
あ
っ
た （
53）。
こ
の
詩
題
の
出
は
、
お
そ
ら
く
六
末
の
 信
「
詠
懷
に
擬
す
二
十
七
首
」
其
十
八
の
、「
殘
は
初
の
如
く
、
新
秋
は
!秋
に
似
た
り
」
で
あ
ろ
う
。
末
の
殘
は
初
め
の
初
（
生
ま
れ
た
て
の
）
と
、
殘
缺
し
て
不
完
"な
點
で
ほ
ぼ
同
じ
な
の
だ
、
と
。
こ
の
初
を
新
に
置
き
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
と
殘
は
、
滿
を
境
に
、

の
明
る
く
大
き
く
な
り
續
け
る
新
と
、
日
ご
と
に
缺
け
て
暗
く
な
り
ゆ
く
殘
と
を
廣
く
指
す
言
#に
な
っ
た
。
$島
久
雄
は
『
孔
子
の
見
た
星
空
―
古
典
詩
文
の
星
を
讀
む （
54）』
の
な
か
で
、
「
晝
の
が
夕
方
輝
き
を
す
こ
と
を
『
!
』
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
輝
い
て
新
た
に
出
た
を
『
新
』
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
し
か
し
!
と
言
え
ば
、

常
「
か
つ
て
見
た
」
「
以
と
變
わ
ら
ぬ
」
を
意
味
し
、
そ
う
し
た
意
味
の
用
例
が
な
い
こ
と
は
、
そ
の
%が
單
な
る
思
い
つ
き
に
ぎ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
新
は
當
初
、
初
と
ほ
ぼ
同
意
に
用
い
ら
れ
た
が
、
や
が
て
南
・
梁
の
鮑
泉
の
詩
（
「
奉
和
湘
東
王
春
日
詩
」
）
に
、
「
新
&滿
新
樹
、
新

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
304
麗
新
輝
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
新
」
の
字
が
、
夜
ご
と
に
盈
ち
て
明
る
く
な
る
新
な
の
光
を
も
指
す
よ
う
に
な
り
、
殘
と
對
す
る
言
に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
新
―
色
」
で
は
な
く
「
新
―
色
」
の
意
味
に
捉
え
て
、
「
文
字
の
對
と
念
の
對
」
が
相
す
る
特
殊
な
ケ
ー
ス
と
見
な
す
鈴
木
ら
の
は
、
再
考
を
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
「
色
」
と
い
う
言
は
あ
る （
55）も
の
の
、
そ
う
し
た
特
殊
な
對
句
の
用
例
と
し
て
捉
え
る
必
は
な
く
、
新
は
、
そ
の
語
義
の
廣
が
り
の
ま
ま
に
、
こ
の
場
合
は
單
に
、
そ
れ
が
最
高
	に

し
て
滿
ち
足
り
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
羅
竹
風

『
語
大
詞
典
』
第
六
冊
（
一
〇
六
六
頁
）
は
、
新
に
對
し
て
、「
①
農


初
出
彎
形

亮
」「
②
農

逢
十
五
日
新
滿

亮
」
な
ど
の
意
味
を
記
し
、
②
の
用
例
と
し
て
白
詩
の
本
例
を
引
く
。
②
の
例
の
新
を
「
滿
ち
た
ば 、
か 、
り 、
の
」
と
見
な
す
解
釋
は
、
再
考
を
し
よ
う
。
こ
の
①
②
は
、
い
わ
ば
本
義
と
引
申
義
の
關
係
に
あ
り
、
大
き
く
一
括
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
本
詩
の
二
年
（
元
和
八
年
）
の
八
十
五
日 （
56）（
か
そ
れ
に
い
頃
）
に
る
白
詩
「
陶
潛
の
體
に
效 な
ら
う
詩
十
六
首
」
其
六
（
卷
５
）
の
な
か
に
も
、
「
團
團
新

、
林
外
生
白
輪
。
…
對
新
色
、
不
醉
亦
愁
人
」
（
新
の
色
に
對
す
る
に
び
、
醉
は
ず
ん
ば
亦
た
人
を
愁
へ
し
む
）
云
々
と
あ
る
。
さ
ら
に
其
八
に
も
、
「
老
人
勿
遽
、
且
待
新

」
（
老
人
遽 に
は
か
に

た
つ
勿
れ
、
且 し
ば
らく
新
の

ひ
か
りを
待
て
）
と
い
う
。
同
じ
滿
（
か
そ
れ
に
い
丸
い
）
に
用
い
ら
れ
た
、
こ
の
二
例
も
、
い
て
「
新
色
」
「
新

」
と
捉
え
る
必
は
な
く
、
立
野
春
和
刻
本
や
佐
久
譯
本
な
ど
の
ご
と
く
、「
新
の
色
」「
新
の
」
と
訓
讀
し
て
よ
い
。
ち
な
み
に
菅
原
眞
「
正
十
六
日
、
宮
妓
の
踏
歌
を
憶
ふ
」
詩
（
『
菅
家
文
』
卷
四
）
の
、
「
此
夜
應
同
新
色
、
他
不
似

年
心
」
も
、
「
新
の
色
」
と
捉
え
て
よ
い
。
十
六
夜
い
ざ
よ
い
を
「
新
」
と
呼
ん
だ
特
殊
な
用
例
で
は
あ
る
が
、
三
十
日
で
わ
る
大
の
で
は
十
六
日
、
二
十
九
日
で
わ
る
小
の
で
は
十
五
日
が
、
 （
滿
）
と
さ
れ
る
こ
と （
57）を
考
え
れ
ば
、
特
に
問
題
!す
る
に
値
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
「
東
の
空
に
出
た
ば
か
り
の
。
大
き
く
、
そ
し
て
明
る
い （
58）」
や
、
別
の
白
詩
「
三
三
日
祓
禊
」
（
略
題
。
卷
33、
後
集
卷
14）
中
の
「
新
」
に
對
す
る
「
出
た
ば
か
り
の
。
光
の
あ
ざ
や
か
さ
を
い
う
。
齡
に
は
關
係
し
な
い
。
弦
に
も
滿

に
も
い
う （
59）」
と
明
す
る
"岡
武
夫
の
解
釋
は
、
目
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
#干
修
正
が
必
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
初
め
、
再
び
$
生
し
始
め
た
ば
か
り
、
と
い
う
新
の
本
義
を
考
慮
せ
ず
、
東
の
空
（
あ
る
い
は
天
空
に
）
出
た
ば
か
り
、
と
い
う
意
味
に
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
齡
に
關
係
し
な
い
と
い
う
點
も
、
新
が
%常
一
後
&の

を
指
さ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
さ
さ
か
疑
問
に
な
る
。
筆
'自
身
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
四
）（
植
木
）
305
も
か
つ
て
岡
と
同
樣
に
記
し
た
こ
と
が
あ
り
（
）、
や
は
り
干
の
修
正
を
必
と
す
る
。
新
は
本
來
、
初
と
同
樣
に
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
三
日
を
指
し
た
が
、
の
ち
に
新
の
字
が
、
日
ご
と
に
輝
き
を

す
光
の
、
み
ず
み
ず
し
い
明
る
さ
を
も
指
す
よ
う
に
な
り
、
滿
に
	長
す
る



の
を
呼
べ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
つ
い
に
「
新

滿
つ
」
の
表
現
を
生
ん
だ
の
だ
。
そ
し
て
「
滿
つ
」
の
字
を
わ
ず
に
「
新
」
の
語
で
直
接
滿
を
指
す
白
詩
の
三
例
は
、
詩
の
世
界
で
も
、
き
わ
め
て
斬
新
な
表
現
で
あ
っ
た
、
と
。
こ
の
新
と
同
樣
に
物
議
を
釀
し
た
言
に
、
王
之
渙
「
鸛
鵲
樓
に
登
る
」
詩
の
「
白
日 （
61）」
が
あ
る
。
こ
の
白
日
に
對
し
て
、
水
は
「『
白
日
』
の
解
釋 （
62）」
の
中
で
こ
う
い
う
（

）。
白
日
は
・
晝
・
の
、
ど
の
太
陽
を
も
指
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
白
日
の
白
は
、
鳥
・
玄
鳥
・
朱
鳥
・
鳥
な
ど
と
別
す
る

、
別 、

、
機 、
能 、
を
持
っ
た
白
鳥
の
白
で
は
な
く
、
白
銀
・
白
鷺
・
白
な
ど
と
同
樣
に
、
修
さ
れ
る
名
詞
の
特 、
性 、
を 、

、

、
す
る
場
合
（
元
來
、
「
白
い
」
特
性
を
持
つ
も
の
に
白
の
字
を
つ
け
た
も
の
）
の
用
例
に
屬
す
る
。
そ
し
て
そ
の
言
が
常
用
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
「
白
」
の
字
が
持
つ
意
味
（
明
る
い
、
輝
く
）
は
減
少
し
、
余
分
の
言
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
（
た
だ
し
、
あ
る
種
の
想
や
陰
影
は
う
）。
こ
う
し
た
余
分
な
言
は
、
字
數
の
定
ま
っ
た
定
型
詩
を
作
	す
る
場
合
に
は
必

な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
輝 、
く 、
太
陽
」
と
い
う
よ
り
も
、
「
輝
く
太 、
陽 、
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
、
と
す
る
指
摘 （
63）も
あ
る
。
新
が
初
と
大
き
く
な
る
の
は
、
新
の
字
が
修
さ
れ
る
名
詞
「
」
の
特
性
を

し
た
形
容
詞
と
し
て
も
捉
え
う
る
、
と
い
う
點
で
あ
る
。
新
が
滿
を
も
指
し
え
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
「
十
五
夜
ノ
新
ト
ハ
、
殊
ニ
新
ナ
ル
ヲ
云
也
」
（
國
會
圖
書
 本
『
和
!
"詠
#
（
64）』
三
）、「
新
ノ
色
ト
ハ
、
常
ノ
光
リ
ニ
替
テ
、
ア
ラ
タ
ナ
ル
光
リ
ト
云
義
也
」
（
『
假
名
#
（
65）』
）
な
ど
の
古
#は
、
中
秋
の
名
の
特
$を
い
さ
さ
か

し
す
ぎ
る
%い
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
&當
で
あ
ろ
う
。
「
新
に
出
で
た
る
」
（
柿
村
『
考
證
』
）「
出
た
ば
か
り
の
」
（
高
木
正
一
『
白
居
易
』
下
）
な
ど
と
す
る
解
は
、
や
は
り
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
○
［
二
千
里
］
「
故
人
」
（
'友
）
元
(の
左
)さ
れ
た
江
陵
は
、
*長
安
の
「
東
南
一
千
七
百
三
十
里
」
（
『
'
書
』
卷
三
九
、
地
理
志 （
66））
の
か
な
た
に
あ
っ
た
。
岡
武
夫
『
白
居
易
』
（
一
五
一
頁
）
に
い
う
、
「
こ
の
の
里
數
を
メ
ー
ト
ル
に
換
算
す
る
よ
り
+に
、
私
た
ち
は
『
千
里
別
る
』『
千
里
,た
る
』
と
い
う
詩
語
が
あ
る
こ
と
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
-く
-く
,た
る
.、
の
光
だ
け
が
雙
方
の
人
を
結
び
つ
け
る
.を
い
う
」
と
。
白
居
易
は
別
の
詩
「
自
ら
拙
什
を
吟
ず
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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因
り
て
懷
ふ
有
り
」
（
卷
６
、
元
和
七
年
の
作
）
の
な
か
で
も
、
江
陵
府
に
謫
居
さ
れ
た
元
を
、
「
相
ひ
去
る
こ
と
二
千
里
、
詩
る
も
け
れ
ば
知
ら
ず
」
と
歌
う
。

（
１
）

出
版
、
一
九
九
八
年
。
（
２
）
澤
崎
久
和
「
劉
禹
錫
「
	春
曲
」
三
首
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
國
中
世
文
學

究
四
十
年
記
念
論
文
集
』
白

、
二
〇
〇
一
年
收
）
は
、
「
元
和
十
年
、
か
ら
秋
に
か
け
て
、
長
安
で
の
作
」
と
し
て
、
最
も
可
能
性
の
高
い
春
に
言
し
な
い
。
（
３
）
古
く
は
張
の
父
、
張
建
封
を
指
す
と
考
え
ら
れ
た
が
、
南
宋
の
陳
振
孫
「
白
文
公
年
譜
」
（
汪
立
名
『
白
香
山
詩
集
』
收
）
の
考
證
以
來
、
子
の
張
に
訂
正
さ
れ
た
。
（
４
）
國
立
公
文
書
（
閣
文
庫
）
に

す
る
『
重
鈔
管
見
抄
』
に
は
、
「
燕
子
樓
」
詩
の
序
文
と
第
一
首
の
み
を
收
め
、
を
に
作
る
が
、
は
宋
版
の
眄
の
俗
字
で
あ
る
（
張
涌
泉
『
敦
煌
俗
字

究
』
上


育
出
版
、
一
九
九
六
年
參
照
）
。

・
眄
眄
は
、
宋
代
混
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、「
美
目
た
り
」（『
詩
經
』
衞
風
「
碩
人
」）
の
語
へ
の
想
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
、
ひ
と
ま
ず

の
字
に
從
う
。
張
忱
石
『

詩
作
索
引
』（
中
書
局
、
一
九
八
三
年
）
も
、「
按
其
名
文
意
、
當
作

爲
是
」
と
い
う
。
ち
な
み
に

の
名
は
、
白
詩
に
續
い
て
、
五
代
の
韋

『
才
集
』
卷
十
に
收
め
る
一
首
（
じ
つ
は
張
仲
素
「
燕
子
樓
」
詩
第
一
首
）
の
作
と
し
て
見
え
、
盻 け
い盻 け
いに
作
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く

の
形
訛
で
あ
ろ
う
。

の
姓
は
一
般
に
關
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
論
據
は
未
詳
。
明
の

『
七
修
 稿
』
卷
三
六
、
燕
子
樓
の
條
に
は
、「
姓
關
、
或
曰
許
」
と
あ
る
。
（
５
）
原
文
は
「
僅
一
紀
矣
」
。
こ
の
僅
は
「
ほ
と
ん
ど
…
…
に
!し
よ
う
と
し
て
い
る
」
（
幾
乎
、
差
不
多
!到
）
の
意
で
、
む
し
ろ
多
い
こ
と
を
い
う
用
例
。
從
っ
て
佐
久
"・
田
中
克
己
・
堤
留
吉
ら
の
訓
「
わ
づ
か
に
」
に
は
從
わ
な
い
。
こ
う
し
た
僅
は
、
一
#に
「
$の
同
%
&假
」
で
あ
る
と
も
い
う
（
董
志
翹
『
中
國
文
獻
語
言
論
叢
』
巴
蜀
書
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
た
だ
し
『
重
鈔
管
見
抄
』
に
は
、
僅
を
餘
に
作
る
。
こ
の
餘
は
數
詞
の
'（
&常
は
後
）
に
置
か
れ
て
余
數
を
あ
ら
わ
す
用
例
（
江
(生
・
曹
廣
順
『
五
代
語
言
詞
典
』
上

育
出
版
、
一
九
九
七
年
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
白
居
易
の
傳
記
や
作
品
の
作
年
代
上
、
僅
字
に
劣
る
よ
う
で
あ
る
。
僅
の
意
味
を
正
確
に
つ
か
み
か
ね
て
改
變
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
（
６
）
「
績
之
」
に
も
作
る
が
、
)り
。
ま
た
「
繪
之
」
と
も
書
く
。
繪
と
*は
%
&。
（
７
）
『
重
鈔
管
見
抄
』
に
は
怨
麗
に
作
る
。
（
８
）
『
重
鈔
管
見
抄
』
に
は
詰
を
誥
に
)る
。
（
９
）
張
仲
素
の
傳
記
は
、
『
才
子
傳
校
箋
』
卷
五
（
第
二
冊
）
張
仲
素
の
條
（
+汝
,執
筆
）
と
そ
の
補
正
（
第
五
冊
、
陶
-・
陳
.君
執
筆
）
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
四
）（
植
木
）
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參
照
。
ち
な
み
に
佐
久
の
「
名
は
績
之
、
字
は
仲
素
」
は
り
。
（
10）
こ
の
詩
は
、
か
つ
て

の
作
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
白
詩
の
序
に
よ
っ
て
張
仲
素
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
11）

の
『
五
代
文
學
年
史
（
中
卷
）
』
も
、
元
和
十
年
の
作
と
す
る
。
（
12）
『
第
一
屆
國
際
代
學
	會
議
論
文
集
』
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
八
九
年

收
。
（
13）
陝
西
人
民
出
版
、
一
九
八
三
年
。
張
の
死
を
元
和
二
年
と
す
る
の
も
、
元
和
元
年
の
り
。
（
14）
楊
長
卿
「
彭
燕
子
樓
佳
話
之
闡
」（『
中
文
復
興
刊
』
第
二
一
卷
第
五
期
、
一
九
八
八
年
）
參
照
。
（
15）
南
宋
の
洪
邁
『
容
齋
三
筆
』
卷
十
二
、
「
眄
（
）
泰
秋
娘
三
女
」
の
條
參
照
。
（
16）
後
の
西
村
登
美
子
の
論
文
、
朱
『
箋
校
』
九
二
七
頁
以
下
、
王
仲
『
詩
紀
事
校
箋
』
卷
七
八
、
張
建
封
妓
の
條
な
ど
參
照
。
（
17）
李
劍
國
『
宋
代
志
怪
傳
奇
敍
』
（
南
大
學
出
版
、
一
九
九
七
年
）
參
照
。
（
18）
鹽
見
邦
『
詩
口
語
の
究
』
（
中
國
書
店
、
一
九
九
五
年
）
參
照
。
（
19）
伊
正
義
ほ
か

『
和

詠
集
古
釋
集
』
第
二
卷
上

收
。
（
20）
當
該
詩
に
は
、「
皎
皎
當

、
空
牀
獨
守
」
の
句
が
あ
る
。『
文
』
卷
二
九

收
。
（
21）
矢
嶋
美
 子
「
樓
上
の
思
!―
閨
怨
詩
の
モ
チ
ー
フ
の
展
開
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
三
七
集
、
一
九
八
五
年
）
參
照
。
（
22）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｈ
・
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
ー
（
川
合
康
三
譯
）
「
"語
に
よ
る
白
居
易
究
」（『
白
居
易
究
#座
』
第
五
卷
、
$
%
、
一
九
九
四
年
）
に
據
る
。
（
23）
上
辭
書
出
版
刊
『
詩
鑑
賞
辭
典
』（
一
九
八
三
年
）

收
。
（
24）
松
浦
友
久
『
續
校

詩
解
釋
辭
典
［
付
］
&代
詩
』
（
大
修
'
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）

收
の
當
該
詩
の
條
（
植
木
久
行
執
筆
）
參
照
。
（
25）

の
沈
(芬
・
)千
帆
の
鑑
賞
で
は
、
「
只
好
*來
收
拾
臥
床
」
と
譯
さ
れ
る
。
（
26）
三
重
大
學
人
文
學
部
文
學
科
『
人
文
論
叢
』
第
十
一
號
、
一
九
九
四
年

收
。
（
27）
佐
久
譯
は
、
+え
わ
た
る
,
の
意
に
と
る
。
（
28）
蒋
紹
愚
『
詩
語
言
究
』
（
中
州
古
-出
版
、
一
九
九
〇
年
）
の
付
「
詩
詞
語
小
札
」
參
照
。
（
29）
王
云
路
『
魏
六
.詩
歌
論
稿
』
（
陝
西
人
民
/育
出
版
、
一
九
九
七
年
）
一
五
五
頁
參
照
。
（
30）
松
浦
友
久
『
校

詩
解
釋
辭
典
』
（
大
修
'書
店
、
一
九
八
七
年
）
五
八
四
頁
の
「
夜
來
」
の
解
0參
照
。
（
31）
拙
『
詩
1時
記
』（
#談
・
學
	文
庫
、
一
九
九
五
年
）「
秋
の
詩
」
參
照
。
（
32）
栗
斯
『
詩
故
事
』
第
四
集
（
地
質
出
版
、
一
九
八
三
年
）
も
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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こ
の
立
場
で
あ
る
（
三
〇
三
頁
）。
（
33）
陝
西
人
民
出
版
、
一
九
八
二
年
。
（
34）


樹
・
川
幸
雄
『
元

究
』
、
お
よ
び
卞
孝
萱
『
元
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
元
和
五
、
六
年
か
ら
元
和
九
年
ま
で
の
作
。
（
35）
冀
	點
校
『
元
集
』
も
、
翫
を
玩
に
作
る
ほ
か
は
同
じ
。
（
36）
『
國
立
民
族

物


貴
重
典
叢
書
』
文
學
篇
第
二
一
卷
（

詩
文
）［
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
影
印
］
に
據
る
。
（
37）
後
昭
雄
ほ
か
『
江
談
抄
中
外
抄
富
家
語
』
（
岩
波
書
店
、
新
日
本
古
典
文
學
大
系
、
一
九
九
七
年
）
等
に
據
る
。
（
38）
栃
尾
武

、
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
年
。
（
39）
筑
書
、
中
國
詩
文
、
一
九
七
七
年
。
（
40）
張
國
剛
『
代
官
制
』
（
三
秦
出
版
、
一
九
八
七
年
）
第
二
章
第
四
參
照
。
（
41）
馬
得
志
・
馬
洪
路
『
代
長
安
宮
史
話
』
（
新
出
版
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。
（
42）
辛

『
隋
兩
京
叢
考
』
（
三
秦
出
版
、
一
九
九
一
年
）
や
、
妹
尾

『
長
安
の
市
計
畫
』
（
談
、
二
〇
〇
一
年
）
收
の
「
長
安
の
大
明
宮
」
圖
な
ど
參
照
。
（
43）
宋
の
大
昌
『
雍
 』
卷
四
に
付
す
「
大
明
宮
右
銀
臺
門
・
翰
林
院
・
學
士
院
圖
」
や
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
新
た
に
作
!さ
れ
た
"岡
武
夫

『
代
の
長
安
と
洛
陽
地
圖
』（
同
朋
舍
出
版
、
一
九
七
七
年
）
第
三
一
圖
を
參
照
。
（
44）
毛
蕾
『
代
翰
林
學
士
』（
會
科
學
文
獻
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
參
照
。
（
45）
詳
し
く
は
松
浦
友
久
『
校
#
詩
解
釋
辭
典
』
の
當
該
詩
の
條
（
埋
田
重
夫
執
筆
）
參
照
。
（
46）
陳
の
後
$叔
寶
「
有
思
三
首
」
其
一
に
「
初
%似
愁
眉
」
と
あ
り
、
隋
の
盧
思
&「
日
出
東
南
隅
行
」
に
「
初
%正
如
鉤
」
な
ど
と
あ
る
。
（
47）
李
'と
廣
宣
上
人
と
の
聯
句
「
重
陽
夜
集
(陵
居
、
與
宣
上
人
聯
句
」
に
も
、「
新
%和
秋
露
、
)星
混
夜
露
」（
廣
宣
）
と
あ
る
。
（
48）
た
だ
し
五
代
・
李
中
「
七
夕
」
詩
に
も
、
「
纖
纖
初
%
*
+留
」
と
あ
っ
て
、
新
%と
,い
使
わ
れ
方
が
し
て
あ
る
。
（
49）
『
東
光
』（
支
-學
別
卷
）
二
號
、
一
九
四
七
年
。
（
50）
の
劉
肅
『
大
新
語
』
卷
八
、
文
章
第
十
八
に
よ
る
。
（
51）
中
の
.
輿
（
七
五
九
～
八
一
八
）
の
「
新
%與
兒
女
夜
坐
聽
琴
/酒
」
詩
に
も
、
「
以
茲
0
%圓
、
不
厭
良
夜
深
」
と
あ
る
。
茲
は
此
の
意
。
（
52）
玄
宗
の
開
元
年
1に
!る
繆
氏
の
子
（
名
は
未
詳
）
「
賦
新
%」
詩
に
「
初
%如
弓
未
上
元
…
三
五
團
圓
照
滿
天
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
初
%と
新
%と
の
2い
が
表
れ
て
い
よ
う
。
（
53）
五
代
・
王
定
保
『

3言
』
卷
二
、
置
等
第
の
條
參
照
。
鄭
谷
に
「
京
兆
府
試
殘
%如
新
%」
詩
が
傳
わ
る
。
（
54）
大
修
書
店
、
一
九
九
七
年
。
（
55）
白
詩
「
感
%悲
4
5」
（
卷
13）
の
「
%色
今
6似
7年
」
、
岑
參
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
四
）（
植
木
）
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「
南
池
夜
宿
…
」
詩
の
「
雨
洗
色
新
」
な
ど
。
（
56）
羅
『
年
譜
』
は
、
作
第
七
首
の
「
中
秋
三
五
夜
」
に
よ
っ
て
、
八
十
五
日
の
作
と
見
な
す
。
（
57）

の
鮑
照
の
「
を
西
門
の
解
中
に
…
」
詩
の
李
善
に
引
く
『
釋
名
』
に
「
、
滿
之
名
。
大
十
六
日
、
小
十
五
日
」
と
あ
る
。
（
58）
	岡
武
夫
『
白
居
易
』。
（
59）
	岡
武
夫
『
白
居
易
―
生
涯
と

時
記
』
（
朋
友
書
店
、
一
九
九
八
年
）
收
の
「
三
三
日
上
巳
洛
濱
修
禊
―
白
詩

時
記
」。
（
60）
拙
『
詩

時
記
』
二
六
三
頁
。
（
61）
詳
し
く
は
松
浦
友
久
『
校

詩
解
釋
辭
典
』
の
當
該
詩
の
條
（
子
和
男
執
筆
）
參
照
。
（
62）
同
『
中
國
詩
文
論
藪
』（
創
文
、
一
九
八
九
年
）
收
。
（
63）
一
知
義
『
詩
一
日
一
首
（
春
・
）』（
	凡
、
一
九
七
六
年
）。
（
64）
（
19）
と
同
じ
。
（
65）
（
19）
の
第
二
卷
下
收
。
（
66）
	岡
武
夫
『
白
居
易
』
に
は
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
を
引
く
が
、
現
存
の
當
該
書
に
は
見
え
な
い
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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